
 

 

 
 

平成 28年 11月 21日の決算説明会以降いただいた主なご質問とご回答は以下の通りです。 

 

Q1 資産形成ローンとアパートローンの違いは。 

A1 

資産形成ローンは、所得が高く、今後資産を形成していく層が主な対象。1案件あたり

の融資額を抑えリスク分散されている。投資対象物件は不動産の流動性が高い首都圏が

多い。 

アパートローンは土地を持つ資産家が相続税対策などで利用するローンであり、立地や

収益計画等を精査し、対応している。 

  

Q2 経費の見通しは。 

A2 

基幹システムの開発に伴い今後経費が増加し、平成 30年～31年がピークとなる見通し。

経費の増加分については新たな事業領域での増収などでカバーし、最終利益を確保する

方針。 

  

Q3 マネックスグループに関する「のれん」の一括費用処理について。 

A3 

同社株式を取得して以来、「のれん」について 20年均等償却をおこなっていた。 

連結においては「のれん」を全額費用処理し、持分法投資損失として連結経常費用

に計上した。単体決算においては、マネックスグループ株式の取得原価と 9 月末時価

との差額を減額。連結、単体ともに 9月末で減額した後の振り戻し処理は行わないため、

今後の決算の変動要因を排除するとともに、将来の費用負担の軽減を図っている。 
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